
彼
の
創
製
し
た
処
方
は
そ
の
後
の
医
家
に
広
く
受
け
つ
が
れ
て
い
っ

た
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

江
戸
時
代
中
期
に
台
頭
し
た
古
方
派
の
医
学
は
、
吉
益
東
洞
の
出

現
に
よ
っ
て
一
つ
の
極
点
を
迎
え
、
日
本
漢
方
界
の
一
大
勢
力
と
な

っ
て
浸
透
し
た
。
そ
の
東
洞
よ
り
一
年
早
い
元
緑
十
四
年
（
一
七
○

一
）
に
生
ま
れ
、
東
洞
と
は
全
く
異
な
る
独
自
の
医
学
体
系
を
構
築

し
た
の
が
内
藤
希
哲
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
十
五
歳
で
世
を
去
っ
た
希

哲
の
名
は
富
士
川
『
日
本
医
学
史
』
に
す
ら
見
え
ず
、
最
近
ま
で
ほ

と
ん
ど
注
目
を
浴
び
る
こ
と
な
く
埋
も
れ
て
い
た
。
「
五
経
一
貫
」

を
旨
と
し
た
希
哲
の
医
説
は
、
医
史
学
的
に
も
臨
床
的
に
も
極
め
て

興
味
深
い
。
今
回
は
主
著
『
医
経
解
惑
論
』
を
通
し
て
彼
の
医
説
の

特
色
を
閲
明
に
し
、
そ
の
医
史
学
的
な
位
置
づ
け
を
考
え
て
象
た

い
。

希
哲
の
医
学
に
臨
む
基
本
姿
勢
は
、
「
五
経
一
貫
」
に
尽
き
る
。

信
州
松
本
に
生
ま
れ
早
く
に
医
を
志
し
た
彼
は
、
『
万
病
回
春
』
の

著
者
葵
雲
林
（
延
賢
）
の
医
説
よ
り
惑
い
が
始
ま
り
、
種
々
の
遍
歴

内
藤
希
哲
の
医
説

丸

山

敏
秋
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を
重
ね
た
末
に
、
仲
景
書
が
医
説
の
総
括
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
仲

景
書
を
熟
読
・
書
写
し
、
そ
の
方
を
親
試
し
て
、
遂
に
「
一
貫
の
旨
」

を
会
得
。
さ
ら
に
清
本
の
『
金
置
玉
函
経
』
を
読
ん
で
、
仲
景
の
三

経
は
た
だ
一
書
の
み
と
悟
り
、
『
金
置
玉
函
経
類
編
』
を
編
纂
。
そ

の
大
要
を
示
す
も
の
と
し
て
「
医
経
解
惑
論
』
三
巻
を
著
わ
し
た
。

希
哲
に
よ
れ
ば
、
従
来
「
五
経
」
と
は
『
素
間
』
『
霊
枢
』
『
難
経
』

『
金
置
要
略
』
『
甲
乙
経
』
の
五
部
を
指
す
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
不

充
分
と
考
え
る
彼
は
『
神
農
本
草
経
』
『
明
堂
経
』
『
内
経
（
素
・
霊
）
』

『
難
経
』
『
金
置
玉
函
経
（
傷
・
全
こ
を
儒
家
の
六
経
に
比
す
べ
き
医

家
の
「
五
経
」
と
見
た
。
そ
れ
ら
「
五
経
」
は
『
内
経
』
を
宗
と

し
、
仲
景
害
を
総
括
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
仲
景
は
あ
た
か
も
孔
子

に
匹
敵
す
る
医
の
大
成
者
で
あ
る
と
い
う
。

世
に
伝
わ
る
仲
景
書
に
つ
い
て
、
彼
は
こ
う
考
え
た
。
『
傷
寒
論
』

『
金
置
要
略
』
『
金
置
玉
函
経
』
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
り
、
原
名
は

『
傷
寒
雑
病
論
』
、
『
金
置
玉
函
経
』
と
は
後
人
の
尊
称
で
あ
る
。
『
金

置
要
略
』
は
本
書
の
末
の
六
巻
に
当
た
る
が
、
そ
の
臓
肺
経
絡
先
後

篇
の
象
は
、
開
巻
第
一
篇
「
総
論
」
の
脱
簡
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ

う
に
仲
景
書
を
認
識
し
た
上
で
、
希
哲
は
仲
景
作
書
の
意
図
を
明
ら

か
に
し
た
。
要
す
る
に
『
傷
寒
雑
病
論
』
は
、
総
論
・
平
脈
・
弁
脈

、

に
始
ま
り
、
六
経
病
を
経
と
し
、
六
気
の
病
（
中
風
・
温
病
・
中
胴
．

、

中
湿
・
痙
病
・
傷
寒
）
を
緯
と
し
て
総
合
化
が
図
ら
れ
た
一
大
医
学
古

典
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
原
型
は
『
素
問
』
熱
論
篇
と
『
難

経
』
五
十
八
難
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
、
彼
は

『
金
置
玉
函
経
類
篇
』
を
著
わ
し
た
。

仲
景
害
に
疾
病
の
発
生
が
こ
と
さ
ら
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の

は
、
『
内
経
』
に
既
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
考
え

る
希
哲
は
、
す
ぐ
れ
て
『
内
経
』
的
な
病
因
観
を
披
瀝
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
疾
病
は
内
傷
と
外
感
（
外
邪
の
感
応
）
に
よ
っ
て
生
ず
る
。

後
者
は
前
者
が
あ
っ
て
起
こ
る
ゆ
え
、
前
者
が
真
の
病
因
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

邪
の
客
す
る
所
は
表
・
裏
・
半
表
半
裏
・
上
・
下
の
い
ず
れ
か
で
あ

、
、
、
、

り
、
異
常
は
虚
・
実
・
寒
・
熱
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
治
療

、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
汗
・
吐
・
下
・
和
・
惨
・
補
・
潟
・
温
・
冷
の
九
法
を
原
則
と

し
、
さ
ら
に
正
治
と
反
治
の
二
法
を
加
え
た
域
を
出
な
い
。
こ
れ
ら

病
因
か
ら
治
法
に
至
る
考
え
方
は
、
『
内
経
』
か
ら
仲
景
害
に
至
る

ま
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
が
希
哲
の
医
説
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
「
五
経
一
貫
」

を
旨
と
す
る
彼
は
、
た
と
え
ば
東
洞
の
よ
う
に
病
因
を
不
可
知
と
し

て
退
け
た
り
、
臓
服
や
経
絡
を
無
視
し
た
り
、
陰
陽
五
行
論
を
批
判
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し
た
り
は
し
な
い
。
多
く
の
日
本
の
医
家
が
排
斥
し
た
運
気
論
で
す

ら
、
消
極
的
で
は
あ
る
が
受
容
し
て
い
る
。

か
か
る
医
説
を
展
開
し
た
希
哲
を
、
日
本
の
医
学
史
上
に
位
置
づ

け
る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
な
か
な
か
難
し
い
。
従
来
、
江
戸
時

代
の
医
学
の
流
れ
は
、
古
方
派
・
後
世
方
派
・
折
衷
派
あ
る
い
は
考

証
（
学
）
派
に
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
の
傾
向

を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
強
い
て
そ
れ
の
枠
組
を
用
い
れ
ば
、

仲
景
を
至
高
と
尊
ぶ
希
哲
は
広
い
意
味
で
古
方
派
に
属
さ
れ
よ
う
。

だ
が
、
運
気
論
を
否
定
排
斥
せ
ず
、
臨
床
的
に
有
効
で
あ
れ
ば
金
元

医
学
の
方
も
積
極
的
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
こ
と
を
見

れ
ば
、
古
方
派
と
は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
す
る
。
あ
る
い
は
彼
を

折
衷
派
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
ょ
う
が
、
折
衷
派
と
い
う
概
念
は
あ、

ま
り
に
も
暖
昧
に
す
ぎ
る
。
い
ま
だ
熟
し
た
見
方
で
は
な
い
が
、
法

、

を
古
に
求
め
る
こ
と
を
旨
と
し
、
方
を
古
今
に
わ
た
っ
て
広
く
採
る

「
古
法
派
」
と
い
う
枠
組
を
設
け
れ
ば
、
希
哲
を
一
応
そ
れ
に
属
せ

総
じ
て
、
中
国
伝
統
医
学
を
習
得
す
る
場
合
、
『
傷
寒
論
』
の
桑

を
金
科
玉
条
と
す
る
古
方
派
の
姿
勢
は
、
医
史
学
的
に
見
て
特
異
・

異
端
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
「
五
経
一
貫
」
を
主
張
す
る

「
古
法
派
」
と
い
う
枠
組
か

し
め
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

希
哲
の
姿
勢
は
現
在
の
中
医
学
に
も
共
通
し
た
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
で
あ
る
。
折
衷
派
な
ど
と
い
う
暖
昧
な
概
念
で
は
な
し

に
、
希
哲
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
し
た
傾
向
を
有
す
る
他
の
医
家
群
を

正
当
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

（
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
思
想
研
究
科
）
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